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「
夏
に
生
ま
れ
た
３
番
目
で
、

夏
美
で
す
」
と
、
江
刺
支
部
で

本
部
青
年
部
委
員
を
す
る
○
○

さ
ん
は
、
ま
も
な
く
就
職
し
て

５
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

一
関
高
等
看
護
学
校
に
入
学

し
た
の
は
、
あ
の
３
・
11
の

年
。
高
看
の
校
舎
が
一
部
崩
壊

し
、
入
学
式
も
延
期
。
ち
ゃ
ん

と
学
べ
る
か
心
配
で
し
た
が
、

近
く
の
ホ
テ
ル
で
授
業
が
開
始

さ
れ
、
半
年
後
か
ら
は
別
の
場

所
で
の
授
業
。
本
校
舎
が
新
築

病
院
に
な
り
ま
し
た
。

　

就
職
し
て
す
ぐ
組
合
に
加

入
。
ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ボ
交
流
会

や
、
岩
手
医
労
連
青
年
部
の
企

画
に
も
参
加
。
同
じ
病
院
で
働

く
同
級
生
の
看
護
師
か
ら
バ
ト

ン
を
受
け
、
一
昨
年
か
ら
本

部
青
年
部
委
員
に
な
り
ま
し

た
。
委
員
と
し
て
初
の
企
画
行

事
は
、
昨
年
の
築
地
市
場
「
す

し
ざ
ん
ま
い
」
や
東
京
デ
ィ
ズ

ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
を
楽
し
む
中
央

交
流
会
で
す
。「
楽
し
か
っ
た
」

「
よ
か
っ
た
」
と
い
う
声
が
聞

け
て
、
次
の
企
画
に
思
い
を
巡

ら
せ
ま
す
。

　

今
年
の
抱
負
は
、
自
ら
の
技

術
の
向
上
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー

参
加
と
、
５
年
目
と
し
て
プ
リ

セ
プ
タ
ー
な
ど
が
で
き
た
ら
、

と
。
そ
し
て
労
働
組
合
活
動
で

は
、支
部
青
年
部
の
復
活
で
す
。

す
で
に
支
部
青
年
部
の
食
事
会

も
企
画
。
本
部
青
年
部
委
員
と

し
て
、
他
の
支
部
青
年
部
の
行

事
や
企
画
を
参
考
に
、「
支
部

行
事
も
増
や
し
て
い
き
た
い
」。

　

年
次
は
な
か
な
か
取
得
で
き

ま
せ
ん
が
、
昨
年
友
人
と
行
っ

た
趣
味
の
旅
行
は
、
北
海
道
や

三
重
、
愛
知
、
東
京
と
、
非
番

や
夏
季
休
暇
で
２
泊
３
日
を
中

心
に
楽
し
み
ま
し
た
。三
重
は
、

ナ
ガ
シ
マ
ス
パ
ー
ラ
ン
ド
を
エ

ン
ジ
ョ
イ
。
今
年
も
、
全
国
を

駆
け
回
る
予
定
で
す
。

　

結
婚
は
？
の
問
い
に「
え
ー
、

ま
だ
ま
だ
」
と
シ
ン
グ
ル
を
楽

し
み
た
い
様
子
。
両
親
等
と
同

居
し
、
ネ
コ
や
コ
イ
に
癒
さ
れ

て
い
ま
す
。

さ
れ
た
の
は
３
年
生
に
な
っ
て

か
ら
で
し
た
。

　

卒
業
後
の
進
路
は
、
迷
い
な

く
県
立
病
院
一
本
に
し
ま
し

た
。看
護
学
生
時
代
の
サ
マ
ー
・

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
は
、
近
隣
の

民
間
病
院
も
回
り
、
就
職
し
て

み
た
い
病
院
も
あ
り
ま
し
た

が
、
教
師
の
薦
め
も
あ
り
県
立

病
院
を
受
験
し
合
格
。
県
民
、

家
族
の
力
に
な
り
た
い
と
看
護

師
を
め
ざ
し
、
看
護
学
校
は
自

宅
か
ら
通
い
、
初
任
地
も
江
刺

新春インタビュー

仕
事
も
、組
合
活
動
も

支
部
青
年
部
復
活
へ

江刺支部　○ ○ ○ ○ さん　

「楽しかった」の声に励まされ

次の青年部の企画も頑張ります

本部青年部中央交流会で（右）
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家族も楽しむ支部旅行 in TDR
（磐井支部）　第１弾

　10組の家族・総勢31名が分かれてディ
ズニーランドとディズニーシーへ。
ディズニーシーは集合すら困難の
混み具合い。第2弾もやります！

リフレッシュして絆も深まる！

そば打ち体験
（一戸支部女性部）

会場は二戸市内「米田工房そば
え庵」。「難しかった」「美味し
かった」「楽しかった」と充実
した時間！

2017.12.4

職
員
実
態
調
査
」
の
結
果
は
、

ほ
と
ん
ど
の
項
目
が
全
国
の
平

均
よ
り
も
悪
く
、「
辞
め
た
い

と
い
つ
も
思
う
３
割
・
と
き
ど

き
思
う
５
割
」
＝
計
８
割
と
い

う
深
刻
な
実
態
で
す
▼
昨
年
10

月
６
日
、
厚
生
労
働
省
は
「
平

成
29
年
版
過
労
死
等
防
止
対
策

白
書
」
を
発
表
。「
労
働
時
間

を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
」が
、

「
残
業
時
間
の
減
少
」「
年
次
取

得
日
数
の
増
加
」「
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
状
態
の
良
好
化
」
に
資

す
る
と
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は

労
務
管
理
す
る
側
が
労
働
時
間

を
き
ち
ん
と
把
握
し
、
認
め
る

こ
と
か
ら
始
ま
る
の
で
は
？
▼

一
方
、
政
府
が
す
す
め
よ
う
と

し
て
い
る
「
働
き
方
改
革
」
は
、

労
働
法
制
改
悪
の
多
く
の
問
題

を
含
ん
で
い
ま
す
。
更
に
今
、

推
し
進
め
て
い
る
社
会
保
障
改

悪
・
軍
備
増
強
の
シ
ナ
リ
オ
。

私
た
ち
は
、
ま
す
ま
す
声
を
あ

げ
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
ま
す

▼
昨
年
を
振
り
返
り
思
い
起
こ

さ
れ
る
の
は
、
日
本
母
親
大
会

in
岩
手
の
成
功
と
感
動
。
そ
の

１
ヶ
月
半
前
に
、
核
兵
器
禁
止

条
約
が
国
連
で
採
択
さ
れ
、
そ

の
１
ヶ
月
半
後
に
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
に
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
が
。
核
保
有

国
と
そ
の
傘
の
下
に
い
る
国
・

日
本
の
核
兵
器
禁
止
に
背
を
向

け
る
姿
勢
も
鮮
明
と
な
り
ま
し

た
。
北
朝
鮮
の
脅
威
を
減
ら
す

た
め
に
も
、「
核
兵
器
の
終
わ

り
の
始
ま
り
」
に
！
▼
憲
法
９

条
を
守
り
、
い
の
ち
が
大
切
に

さ
れ
る
職
場
・
社
会
め
ざ
し
て

今
年
も
力
を
あ
わ
せ
て
い
き
ま

し
ょ
う
！

　

地
域
医
療
を
守
り
、
年
末
年

始
も
昼
夜
も
分
か
た
ぬ
ご
奮
闘

に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

職
場
は
人
手
不
足
が
深
刻

で
、業
務
量
は
増
え
る
ば
か
り
。

そ
れ
な
の
に
、
何
の
手
立
て
も

し
な
い
で「
時
間
外
は
す
る
な
」

「
定
時
に
帰
れ
」
と
。
現
場
か

ら
悲
鳴
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

「
実
現
不
可
能
な
業
務
の
強
要
」

は
、パ
ワ
ハ
ラ
に
あ
た
り
ま
す
。

昨
年
春
に
取
り
く
ん
だ
「
看
護

謹
賀
新
年
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
く
し
て

　
　
　
ワ
ン
ダ
フ
ル
な
年
に
！

2017.11.25〜26
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女性部

  

　

北
部
ブ
ロ
ッ
ク
集
会
は
、
11
月

11
日
、
野
田
村
の
「
え
ぼ
し
荘
」

を
会
場
に
、
野
田
塩
工
房
見
学
と

塩
作
り
」
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
工
房
を
見
学
。
塩
の

結
晶
が
窯
の
縁
に
つ
い
て
い
る
様
子
を
見
な
が
ら
、
野

田
塩
の
歴
史
を
説
明
し
て
も
ら
い
、
塩
の
大
切
さ
を
実

感
し
ま
し
た
。
体
験
で
は
、
海
水
か
ら
塩
へ
変
化
し
て

い
く
様
子
が
お
も
し
ろ
く
、
子
ど
も
た
ち
も
一
緒
に
楽

し
め
ま
し
た
。
作
り
手
の
力
加
減
で
塩
の
味

が
変
わ
る
と
い
う
説
明
に
、
優
し
く
丁
寧

に
か
き
混
ぜ
ま
す
。「
手
塩
に
か
け
る
と

は
こ
う
い
う
こ
と
？
」「
大
事
に
使
い
ま

す
」
と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
４

支
部
・
本
部
、
家
族
含
め
20
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

北

　

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
集
会
は
、

11
月
25
日
、
東
和
町
「
東
和

総
合
支
所
」
で
、「
ク
リ

ス
マ
ス
・
リ
ー
ス
作

り
と
交
流
会
」
を

開
催
ま
し
た
。

　

仕
事
が
優
先
の
毎
日
で
す
が
、
こ
の
日
は
親

子
で
参
加
し
、
リ
ー
ス
作
り
を
楽
し
ん
だ
方
も
い

ま
し
た
。
頭
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
、
想
像
力
を
働

か
せ
て
、
と
て
も
良
い
気
分
転
換
に
な
り
ま
し
た
。

長
く
働
き
続
け
る
た
め
に
も
、
み
ん
な
で
集
ま
っ
て

わ
い
わ
い
楽
し
む
の
は
大
事
だ
と
実
感
し
た
集
会
と

な
り
ま
し
た
。
め
ず
ら
し
い
星
形
の
リ
ー
ス
は
、
み

ん
な
満
足
の
い
く
出
来
映
え
で
し
た
。

　

集
会
に
は
４
支
部
・
家
族
含
め
15
名
が
参
加
し

ま
し
た
。 中

母親大会  県知事を訪問
　11月30日、日本母親大会のお礼と感謝の意を
込めて、達増岩手県知事を訪問しました。
　同日は県要請も行われ、地域住民から医療局に
対し、診療科の充実や県民に寄り添った医療体制
を求める声が上がりました。

12.8赤紙配布行動
　母親大会連絡会は、「9条は日本の宝」、「平和
な未来を子どもたちに」と、12月8日、盛岡市
大通で赤紙を配り、「9条改憲NO!」の署名を集
めました。全体で31名（県医労から女性部役員9
名）が参加しました。

女性部に集まって、心の洗濯をしょう！
元気がイチバン！！
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女性部

　

南
部
ブ
ロ
ッ
ク
集
会
は
、
10
月

22
日
、「
平
泉
ホ
テ
ル
武
蔵
坊
」
を

会
場
に
、「
秋
の
平
泉
・
昼
食
交
流

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は

あ
い
に
く
の
雨
で
散
策
は
で
き
ず

残
念
で
し
た
が
、
そ
の
分
、
支
部
交
流
で
い
ろ
い
ろ
な

話
が
で
き
ま
し
た
。

　

人
員
不
足
で
９
回
夜
勤
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
こ
と
や
、
年
次
が
取
れ
な
い
、
２
交
代
夜
勤
の

問
題
な
ど
深
刻
な
状
況
が
次
々
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、、
パ
ワ
ハ
ラ
や
超
勤
状
況
を
共
有
し
、
超
勤
を
し
っ

か
り
書
く
勇
気
が
必
要
で
あ
る
こ
と
も
確
認
し
ま
し

た
。
食
べ
て
、
話
し
て
、
温
泉
に
入
っ
て
、
日
々
の
疲

れ
が
、
こ
の
集
会
で
癒
さ
れ
た
気
分
で
し
た
。

　

集
会
に
は
４
支
部
、
家
族
含
め
25
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

南 

　

三
陸
ブ
ロ
ッ
ク
集
会
は
、
11
月
11
日
、

大
槌
町
の
「
母
ち
ゃ
ん
ハ
ウ
ス
だ
ぁ
す

こ
沿
岸
店
」
を
開
場
に
「
ク
ラ
フ
ト
バ

ン
ド
で
作
る
ク
リ
ス
マ
ス
・
リ
ー
ス
」

を
作
り
ま
し
た
。

　

ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
と
は
、
紙
で
で
き
た
荷
造
り
な
ど
に
使

う
紐
で
す
。
果
た
し
て
、
そ
の
紐
を
使
っ
て
、

う
ま
く
リ
ー
ス
が
で
き
る
の
か
？
半
信
半
疑

で
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
や
っ
て
み

る
と
「
ま
ぁ
、
楽
し
い
！
」。
紐
の
太
さ

に
よ
っ
て
、
リ
ー
ス
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
も

変
わ
り
、
色
使
い
も
お
し
ゃ
れ
な
の
で

す
。
和
の
要
素
も
入
っ
た
ク
ラ
フ
ト
バ
ン

ド
の
リ
ー
ス
。
没
頭
し
て
し
ま
い
、
頭
が

ス
ッ
キ
リ
し
ま
し
た
。
集
会
に
は
３
支
部
、

家
族
含
め
16
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

三

　第43回女性部ブロック集会が開催されました。4ブロックあわせて14支部・
本部76名が参加しました。長く、元気に働き続けるためには、時には仲間と話す
ことが大きなリフレッシュになります。
他愛のないことにみんなでお腹の底か
ら笑いあい、「心にゆとりのある生活」
を楽しみましょう。

女性部に集まって、心の洗濯をしょう！
元気がイチバン！！
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深刻な人手不足と過酷な勤務環境

大幅増員は待ったなし！
　

昨
年
春
に
取
り
組
ん
だ
日
本

医
労
連
の
「
看
護
職
員
の
労
働

実
態
調
査
」
の
結
果
が
で
ま
し

た
。
今
回
、
全
国
の
看
護
職

員
３
３
，
４
０
２
人（
県
医
労

８
０
１
名
）が
回
答
。

　

全
国
と
比
較
し
て
も
県
医
労

は
、
一
つ
ひ
と
つ
の
項
目
が
更

に
悪
い
結
果
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
特
徴
で
す
。
深
刻
な
人
手

不
足
と
、
過
酷
な
勤
務
環
境
が

映
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

問
の「
十
分
な
看
護
の
提
供
」

に
つ
い
て
、
59
・
２
％
が
「
で

き
て
い
な
い
」
と
答
え
、
そ
の

理
由
に
つ
い
て
「
人
員
が
少
な

く
業
務
が
多
忙
」「
看
護
業
務

以
外
の
業
務
が
多
す
ぎ
る
」
が

大
き
な
割
合
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
今
回
「
仕
事
を
辞

め
た
い
と
思
っ
て
い
る
」
と
回

答
し
て
い
る
の
は
８
割
で
、「
人

手
不
足
」、「
休
暇
が
取
れ
な

い
」、「
夜
勤
が
つ
ら
い
」
な
ど

が
辞
め
た
い
理
由

の
上
位
を
占
め
て

い
ま
す
。

　

看
護
業
務
以
外

の
業
務
が
多
く
、

十
分
な
看
護
の
提

供
が
で
き
ず
に
看

護
の
や
り
が
い
を

な
く
し
て
離
職
に

つ
な
が
っ
て
い
る

こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

患者への十分な看護が提供できていない主な理由
（％）

全　国 県医労

人員が少なく業務が過密 79.0 88.1

職場のメンバーがよく代わり看護の蓄積がない 14.6 19.0

病棟単位が大きすぎて患者の把握が困難 8.1 8.8

スタッフ間の意思疎通が悪い 13.8 13.5

自分の能力や技量の不足 39.2 31.2

研修・会議等が多すぎる 14.2 34.1

看護業務以外の「その他の業務」が多すぎる（研修会議を除く） 40.6 48.0

自分自身の健康状態 5.4 5.8

その他 3.3 3.3

いつも思う
30%

仕事を辞めたいと思うこと

ときどき思う
50%

思わない
13%

わからない
5%

NA
2%

仕事を辞めたいと思う理由（％）

2017年看護職員労働実態調査

仕事を辞めたいと思うこと

仕事を辞めたいと思う理由（％）
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青年部

県医労青年部
中央交流会
in 東京

あの木村社長の人形と一緒に♪（すしざんまい本陣前）

築地本願寺前で集合写真

　青年部は11月21日（火）～ 22日（水）、「中
央交流会 in 東京」を開催し、８支部・本部
35名が参加しました。
　１日目は、世界一の魚市場と呼ばれる築地
市場のすぐ近くの「すしざんまい」で昼食交流。
その後、作成したしおりをもとに築地本願寺
や築地場外市場周辺を探索し、歴史や食文化
を学びました（食べ歩き）。夕方からは東京ディ
ズニーリゾート（TDR）でアトラクションやク
リスマスパレードなどを満喫しました。
　２日目の自由行動は、朝早くからTDRを楽
しむ人、ゆっくりと都内観光へ向かう人など、
それぞれ。新採用の参加者からは、「難しい雰
囲気がなくて参加しやすい」「青年部って楽し
い」という声が聞かれました。
　今年は職種や病院を越えて、青年どうしが
集まり交流できる「みちのくアクト」が9/7
〜9の3日間、盛岡で開催されます。誘い合っ
て多くのご参加を！
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コ
ー
ド
ブ
ル
ー
や
コ
ウ
ノ
ド

リ
と
か
、
テ
レ
ビ
に
出
て
く
る

よ
う
な
お
医
者
様
の
下
で
働
き

た
い
な
ぁ
。

一
戸
支
部
　
象
足

　

　

　

今
年
は
何
月
に
雪
が
降
る
の

か
な
ー
と
、毎
朝
外
を
見
ま
す
。

通
勤
が
辛
い
冬
。
今
年
も
が
ん

ば
ろ
う
。江

刺
支
部
　
み
か
ん
娘

　

　

　

壮
年
部
集
会
良
か
っ
た
で
す

よ
～
。
50
歳
に
な
っ
て
良
か
っ

た
で
す
。
参
加
し
た
こ
と
の
な

い
方
に
は
お
す
す
め
で
す
。

二
戸
支
部
　
二
戸
へ
お
で
ん
せ
♪

　

　

　

子
ど
も
の
風
邪
を
も
ら
い
大

変
な
思
い
を
し
ま
し
た
。
子
ど

も
の
風
邪
っ
て
強
烈
で
す
ね
。

体
調
管
理
、
し
っ
か
り
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

中
央
支
部
　
し
ら
た
き

11
月
号
パ
ズ
ル

11
月
号
パ
ズ
ル

　

11
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
７
つ
」
に
は
19
名
の
応

募
が
あ
り
、
全
員
が
正
解
で

し
た
。
厳
正
な
る
抽
選
の
結

果
、
次
の
10
名
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を

贈
り
ま
す
。

▪
11
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

　

二
戸
へ
お
で
ん
せ
♪（
二
戸

支
部
）、
な
ん
や
か
ん
や
リ
ン

ゴ
、象
足（
以
上
、一
戸
支
部
）、

じ
ゃ
が
い
も
の
花
、
す
い
と
う

（
以
上
、
中
央
支
部
）、
ご
す

け
、
み
か
ん
娘
、
Ｓ
Ｐ（
以
上
、

江
刺
支
部
）、
コ
ロ
ち
ゃ
ん（
大

船
渡
支
部
）、
夢
み
る
お
ば

ち
ゃ
ん（
宮
古
支
部
）

　

忙
し
い
で
す
。
病
棟
に
よ
っ

て
忙
し
さ
は
違
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
業
務
格
差
が
あ
り
す

ぎ
で
す
。
何
と
か
な
り
ま
せ
ん

か
ね
。

中
央
支
部
　
ピ
ノ
コ

　

　

　

テ
レ
ビ
で
「
平
成
30
年
」
と

い
う
文
字
を
見
て
、
年
月
の
早

さ
を
感
じ
ま
し
た
。
無
事
に
時

が
過
ぎ
る
の
が
当
然
で
は
な
い

昨
今
な
の
で
、
新
年
を
迎
え
ら

れ
る
こ
と
は
幸
せ
で
す
ね
。

大
船
渡
支
部
　
コ
ロ
ち
ゃ
ん

　

　

　

リ
ン
ゴ
の
季
節
で
す
ね
。
美

味
し
い
リ
ン
ゴ
を
食
べ
て
が
ん

ば
り
ま
し
ょ
う
。

一
戸
支
部
　
な
ん
や
か
ん
や
リ
ン
ゴ

サービス残業し
てい

ます。請求はし
ます

が、控えめに請
求し

ています。

２交代勤務は反対で
す。子育てしながら仕
事をしていることを考
えてほしい。

大槻医療局長 様

私たちは誠意ある回答を求めます
イエローカード提出

希望を持って働き続
けられる環境に努め
て下さい。

年末年始に働い
た人が

身体を休めるられ
よう、

優先年次を保障
して

　　　　　　下
さい。

年次がほしい。
休みが

欲しい。忙しい
のに人

が足りない。ナ
ース

コールが全然鳴
り止ま

ない。それほど忙
しい。

超勤を減らせといわれ
ても、人員不足では無
理です。女性の職場で
産休など当たり前。ゆ
とりある人員配置を。
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１

２

３



と　き　1月19日（金）13：30～　支部長会議

　　　　　　　　　　　18：00～　新春旗開き

ところ　ホテル大観（盛岡市つなぎ）

と　き　1月19日（金）13：30～　支部長会議

　　　　　　　　　　　18：00～　新春旗開き

ところ　ホテル大観（盛岡市つなぎ）

と　き　1月19日（金）13：30～　支部長会議

　　　　　　　　　　　18：00～　新春旗開き

ところ　ホテル大観（盛岡市つなぎ）

と　き　1月20日（土）

　　　　9：00～11：30

ところ　ホテル大観
　　　　（盛岡市つなぎ）

と　き　1月20日（土）

　　　　9：00～11：30

ところ　ホテル大観
　　　　（盛岡市つなぎ）

と　き　1月20日（土）

　　　　9：00～11：30

ところ　ホテル大観
　　　　（盛岡市つなぎ）

講義①「労働組合が社会を元気にする秘訣
　　　　　　　－アメリカ社会運動に学ぼう－」
　　　　　　＊後藤宣代さん（経済学研究者　基礎経済科学研究所副理事長）

講義②「ヒバクシャ国際署名と核兵器禁止条約」（仮）
　　　　　　＊三田健二郎さん（県被爆者団体協議会副会長）

講義①「労働組合が社会を元気にする秘訣
　　　　　　　－アメリカ社会運動に学ぼう－」
　　　　　　＊後藤宣代さん（経済学研究者　基礎経済科学研究所副理事長）

講義②「ヒバクシャ国際署名と核兵器禁止条約」（仮）
　　　　　　＊三田健二郎さん（県被爆者団体協議会副会長）

講義①「労働組合が社会を元気にする秘訣
　　　　　　　－アメリカ社会運動に学ぼう－」
　　　　　　＊後藤宣代さん（経済学研究者　基礎経済科学研究所副理事長）

講義②「ヒバクシャ国際署名と核兵器禁止条約」（仮）
　　　　　　＊三田健二郎さん（県被爆者団体協議会副会長）

県医労支部長会議・旗開き県医労支部長会議・旗開き県医労支部長会議・旗開き

春闘学習会春闘学習会春闘学習会

１月の予定
６日（土）	 県春闘共闘年次総会・旗開き（サンビル）

19日（金）	 県医労支部長会議（ホテル大観）

	 県医労新春旗開き（ホテル大観）

20日（土）	 県医労春闘学習会（ホテル大観）

	 薬剤師・検査技師・放射線技師合同会議

20日（土）〜21日（日）

	 青年部スキー・スノーボード交流会（安比グランド）

27日（土）	 岩手医労連中央委員会（エスポワールいわて）

	 岩手医労連旗開き（ホテルニューカリーナ）

31日（水）	 県医労看護部会（水産会館）

２月の予定

　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
20
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０
―
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11
―
１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

１
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ

新
春
パ
ズ
ル

新
春
パ
ズ
ル
ぶ
や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！

３日（土）〜４日（日）

	 東北地方協2018年春闘討論集会（ホテル森の風鶯宿）

７日（水）〜８日（木）

	 日本医労連看護要求実現交流集会（滋賀）

16日（金）	 県立高田病院落成式

17日（土）	 県医労第159回中央委員会（エスポワールいわて）

	 岩手医労連第58回女性労働学校（勤労福祉会館）

18日（日）	 ヒバクシャ署名の会岩手交流集会（水産会館）

	 県原水協定期総会（水産会館）


